サステナブル経営セミナー
☆☆ エコプロダクツ2007同時開催セミナー ☆☆

新しい環境コラボレーション「地域連携」を考える






地球環境の再生・保全の取り組みには、パートナーシップの新しい形として、地域の環境力の育成、向上、連携が重要となっています。三重県が実施している「日本環境経営大賞」の受賞事例と環境経営学会が実施している「サステナブル経営格付」参加企業の事例を踏まえ、地球規模での環境破壊に対して、企業と地域社会が連携して取り組めることは何か、また地域連携におけるパートナーシップの現状と課題についてさまざまな視点から読み解いていきます。


基調講演では、「地球環境の危機と環境経営」について、主に地域間連携に焦点を当てつつ、環境先進企業と環境ＮＰＯの立場から現状報告と問題提起をしていただきます。パネルディスカッションでは、「企業の環境力と地域内連携」について、企業が持つ環境力と地域社会とのパートナーシップの展開のあり方や具体的手法などを考察します。








地球環境の危機　－環境経営と地域連携の課題－








２００7年１２月１４日（金）１３：３０～１７：００　東京ビッグサイト会議棟　６F　「606会議室」


主催：三重県・特定非営利活動法人環境経営学会・日本環境経営大賞表彰委員会　協賛：環境新聞社





～プログラム～　　


13:00～13:30　受付


13:30～13:35　開会スピーチ　【東京大学生産技術研究所　教授　山本良一　氏】


　　　　　　　（日本環境経営大賞表彰委員会委員長、環境経営学会会長）


13:35～13:40　三重県挨拶


第Ⅰ部　講演：「地球環境の危機と環境経営：地域間連携の観点から」


13:40～14:20　基調講演【株式会社リコー　代表取締役社長　近藤史朗 氏】


　　　　　　　　　　「リコーグループの環境経営」


14:20～14:25　－休憩－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


14:25～15:05　基調講演【NPO法人環境文明２１　代表理事　加藤三郎 氏】


「地球環境の危機と望ましい経営者像」


15:05～15:15　－休憩－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


第Ⅱ部　パネルディスカッション：「企業の環境力と地域内連携」


15:15～17:00　パネルディスカッション


         【パネリスト】


◇東レ株式会社　常務取締役　斎藤典彦氏　


◇鈴鹿富士ゼロックス株式会社　代表取締役社長　丸山和雄氏


◇シンクタンク・ソフィアバンク　副代表　藤沢久美氏


◇環境経営学会　理事　岡田泰聿氏


【コーディネーター】


◇株式会社ニッセイ基礎研究所　保険研究部門　上席主任研究員　川村雅彦氏


17:00　　　　　閉会　　　　　　





定員に達しましたので、受付を締め切らせていただきます





【お申し込み方法】


所定事項（企業名、所在地、参加者の所属・役職・ご氏名、TEL、FAX、E-Mail）を記載のうえ、E-mail（kankeiei@pref.mie.jp）または別紙によりFAX（059-224-3024）で三重県環境活動室までお申込みください。（ご連絡いただきました個人情報は、当セミナー運営のために使用させていただきます。）


１２月４日（火）締め切り　先着順１２０名とさせていただきます。


参加証は発行いたしません。当方より連絡がない限りは参加を受付させていただいたものとさせていただきます。


【問い合わせ先】三重県環境活動室　東條・米倉・村林　TEL：059-224-2316　


　　　　　　    特定非営利活動法人 環境経営学会　中村・荒井 E-mail ：smf@smf.gr.jp  TEL： 03-5444-2055


 03-5444-2055,03-5444-0270








